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自
然
災
害
や
天
候
不
順
、
他
国
で
の
戦
禍
が
続
く

不
穏
な
社
会
状
況
の
な
か
、「
安
全
」、「
安
心
」、「
幸

福
」
は
、
日
々
の
生
活
の
拠
り
所
と
な
る
言
葉
と
し

て
用
い
ら
れ
る
。「
安
全
」
と
「
安
心
」
は
似
た
よ

う
な
意
味
で
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
言
葉
で
あ
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
意
味
合
い
や
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
持
つ
。

ま
た
、
人
が
幸
福
を
感
じ
る
時
に
は
、
安
心
や
安
全

は
既
存
の
上
で
考
え
ら
れ
る
。
今
回
は
、
一
般
的
な

幸
福
論
に
つ
い
て
簡
単
な
概
略
を
述
べ
、
安
心
と
安

全
の
違
い
と
は
何
か
、
ま
た
、
対
人
関
係
や
協
働
対

話
空
間
に
必
要
な
、「
心
理
的
安
全
性
」、「
心
理
的

居
場
所
」、「
心
理
的
安
心
性
」
と
い
う
考
え
に
つ
い

て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

１
．
何
が
人
を
幸
福
に
す
る
か

１
．
何
が
人
を
幸
福
に
す
る
か

⑴ 

あ
る
研
究
結
果

　

京
都
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
心

が
活
き
る
教
育
の
た
め
の
国
際
的
拠
点
」（
平
成
19

年
〜
23
年
度
）
で
行
わ
れ
た
「
幸
福
感
の
国
際
比
較

研
究
」
に
お
け
る
自
由
記
述
部
分
の
質
的
分
析
の
報

告
が
あ
る
。
日
本
を
中
心
と
し
て
詳
細
な
国
際
比
較

を
行
う
た
め
に
、
13
カ
国
７
言
語
、
合
計
８
０
０
０

人
以
上
か
ら
集
め
ら
れ
た
デ
ー
タ
の
う
ち
、
７
カ
国

５
言
語
、
合
計
６
１
２
人
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
分
析
に

よ
っ
て
、「
幸
福
と
感
じ
る
と
き
、
不
幸
と
感
じ
る

と
き
」
の
幸
福
の
定
義
に
関
す
る
文
化
比
較
を
行
っ

た
研
究
で
あ
る
⑴
⑵
。　

　

各
国
の
幸
福
感
の
形
成
に
関
す
る
諸
要
因
の
様
相

が
個
別
的
に
示
さ
れ
る
と
と
も
に
、
各
国
に
共
通
す

る
幸
福
感
の
要
因
と
し
て
、
他
者
と
の
つ
な
が
り
や

共
存
と
い
っ
た
「
生
命
感
」
に
関
わ
る
領
域
が
重

要
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
、「
生
命
感
」

に
対
し
て
「
有
能
感
」「
達
成
感
」
と
い
う
項
目
は
、

各
国
で
重
要
度
が
異
な
っ
て
お
り
、
日
本
で
は
一
般

化
さ
れ
た
他
者
の
意
識
が
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
こ

と
、
日
本
や
韓
国
で
は
他
者
と
共
に
存
在
す
る
こ
と

そ
の
も
の
よ
り
も
、
共
に
活
動
を
共
有
す
る
こ
と
が

幸
福
を
感
じ
る
た
め
に
重
視
さ
れ
る
等
の
結
果
が
示

さ
れ
た
。
15
年
以
上
前
の
研
究
で
あ
る
が
、
現
在
の

未
曽
有
の
天
災
後
の
日
本
に
お
い
て
も
、
遜
色
な
い

報
告
書
で
あ
る
。
本
研
究
の
結
果
か
ら
、
人
々
の
幸

福
に
対
し
て
は
、
他
者
と
の
つ
な
が
り
で
あ
る
「
生

命
感
」
の
実
相
に
関
す
る
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
き

た
の
で
あ
る
。

　

幸
福
は
、
自
分
の
態
度
や
行
動
、
考
え
方
に
依
る

と
こ
ろ
が
大
き
い
と
す
る
「
態
度
」
は
、
米
国
に
お

い
て
他
国
よ
り
も
比
率
が
高
く
な
っ
て
い
た
。
こ
れ

は
、「
幸
福
」
に
対
す
る
主
体
の
認
識
の
能
動
性
（
た

と
え
状
況
自
体
は
変
わ
ら
な
く
て
も
）
を
強
調
す
る

も
の
で
、
前
向
き
に
肯
定
的
意
味
を
見
い
だ
し
て
生

き
る
と
い
う
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
な
指
向
性
は
、
米
国
に
特
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徴
的
で
あ
っ
た
⑶
。

　

他
方
、
事
象
に
対
し
て
肯
定
的
意
味
を
見
い
だ
せ

ず
「
不
幸
」
だ
と
感
じ
て
し
ま
う
と
き
、
そ
れ
が
自

己
の
認
識
や
態
度
に
帰
属
さ
せ
ら
れ
る
場
合
は
、
自

尊
感
情
の
低
下
と
結
び
つ
く
と
推
測
し
て
い
た
。

　

幸
福
の
自
分
な
り
の
主
観
的
な
色
付
け
を
し
な
い

「
観
念
」（
た
と
え
ば
「
幸
福
は
毎
日
の
生
活
」「
あ

ら
ゆ
る
も
の
」
な
ど
の
回
答
）
に
お
い
て
、
幸
福
の

抽
象
的
定
義
は
、「
態
度
」
が
多
く
占
め
て
い
る
と

い
う
こ
と
に
対
応
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
量
的
・
質
的
双
方
の
研
究
に

よ
っ
て
、
人
の
「
幸
福
観
」
の
形
成
に
は
、
複
雑
な

要
因
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
た
。

　
⑵ 

一
般
的
な
「
幸
福
論
」
と
は

　

前
回
は
、
ア
ラ
ン
の
「
幸
福
論
」
に
つ
い
て
紹
介

し
た
が
、「
幸
福
論
」
に
つ
い
て
は
、
古
代
か
ら
知

識
人
や
学
識
経
験
者
に
よ
る
数
多
の
著
作
が
あ
る
。

ま
た
、優
れ
た
名
著
で
あ
る
「
幸
福
論
」
で
あ
っ
て
も
、

時
代
や
文
化
に
よ
っ
て
多
様
な
解
釈
が
あ
る
。
以
下
、

非
常
に
浅
薄
で
乱
暴
な
説
明
に
な
る
が
、
一
般
的
な

幸
福
論
と
し
て
、
３
つ
に
分
類
し
て
簡
単
に
説
明
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
雑
誌
論
文
と
い
う
こ
と
で
ご
海

容
願
い
た
い
。

　

ま
ず
、
第
一
分
類
と
し
て
、「
快
楽
主
義
的
な
幸

福
論
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

こ
れ
は
、
快
楽
や
喜
び
を
追
求
し
、
苦
痛
や
不
快

を
避
け
る
こ
と
が
幸
福
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
で
あ

る
。
代
表
的
な
例
と
し
て
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
エ

ピ
ク
ロ
ス
派
や
近
代
の
功
利
主
義
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。
ギ
リ
シ
ャ
神
話
に
お
け
る
神
と
人
の
関
係
、
ギ

リ
シ
ャ
悲
劇
の
魂
の
浄
化
で
幸
福
と
は
何
か
を
思
考

さ
せ
る
。

　

こ
の
幸
福
論
で
は
、
物
質
的
な
豊
か
さ
や
感
覚
的

な
快
楽
を
重
視
す
る
傾
向
が
あ
る
。

　

次
に
、「
功
利
主
義
的
な
幸
福
論
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

こ
れ
は
、
最
大
多
数
の
最
大
幸
福
を
追
求
す
る
こ

と
が
幸
福
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
代
表
的

な
思
想
家
は
、
ジ
ェ
レ
ミ
ー
・
ベ
ン
サ
ム
や
ジ
ョ
ン
・

ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ミ
ル
な
ど
が
い
る
⑷
。

　

こ
の
幸
福
論
で
は
、
社
会
全
体
の
幸
福
を
重
視
し
、

個
人
の
幸
福
は
社
会
全
体
の
幸
福
に
貢
献
す
る
こ
と

で
達
成
さ
れ
る
と
考
え
る
。

　

三
番
目
は
、「
徳
倫
理
的
な
幸
福
論
」
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
道
徳
的
な
徳
を
身
に
つ
け
、
そ
れ
を
実

践
す
る
こ
と
が
幸
福
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
。

　

代
表
的
な
思
想
家
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
ア
リ
ス

ト
テ
レ
ス
な
ど
で
あ
る
⑸
。

　

こ
の
幸
福
論
で
は
、
自
己
実
現
や
人
格
的
な
成
長

を
重
視
す
る
傾
向
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
３
つ
の
幸
福
論
は
、
い
ず
れ
も
「
幸
福
」

を
客
観
的
に
定
義
し
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の
方

法
や
条
件
を
示
す
こ
と
を
試
み
る
。
ま
た
、
幸
福
を

「
良
い
状
態
」
や
「
望
ま
し
い
状
態
」
と
し
て
捉
え
、

そ
れ
を
追
求
す
る
こ
と
を
推
奨
す
る
傾
向
が
あ
る
。

一
般
的
な
幸
福
論
の
共
通
点
と
し
て
、
個
々
の
「
生

命
感
」
に
対
す
る
幸
福
を
あ
る
程
度
客
観
的
に
捉
え
、

そ
れ
を
追
求
す
る
方
向
性
を
持
つ
傾
向
が
あ
る
と
言

え
る
。

　
⑶ 

西 

研
氏
の
「
幸
福
論
」
に
つ
い
て

　

協
働
対
話
論
や
対
話
空
間
の
安
心
性
を
探
求
す
る

筆
者
と
し
て
は
、
一
般
的
な
「
幸
福
論
」
と
は
異
な

る
、
哲
学
者
、
西 

研
氏
の
「
幸
福
論
」
に
つ
い
て

紹
介
し
た
い
⑹
。

　

前
述
の
幸
福
感
の
研
究
で
述
べ
た
よ
う
に
、
幸
福

感
は
「
生
命
感
」
に
関
わ
る
領
域
が
重
要
か
つ
複
雑

な
要
素
を
孕
ん
で
お
り
、
何
よ
り
「
他
者
と
共
に
存

在
す
る
こ
と
そ
の
も
の
よ
り
も
、
共
に
活
動
を
共
有
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す
る
こ
と
が
幸
福
を
感
じ
る
た
め
に
重
視
さ
れ
る
」

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

西
は
、
一
般
的
な
幸
福
論
に
対
し
て
、
幸
福
の
客

観
的
な
定
義
や
共
通
の
達
成
方
法
が
存
在
し
な
い
こ

と
を
強
調
す
る
。
そ
の
代
わ
り
に
、
個
人
の
具
体
的

な
幸
福
体
験
や
他
者
と
の
対
話
を
通
じ
て
、
自
分
自

身
の
幸
福
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
こ
と
を
重
視
す
る
。

西
は
、
哲
学
者
と
し
て
幸
福
論
に
つ
い
て
も
考
察
し
、

一
般
的
な
幸
福
論
と
は
異
な
る
独
特
な
視
点
を
持
っ

て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。
そ
の
異
な
る
視
点
と
は
、

一
言
で
い
う
な
ら
、
西
の
「
幸
福
論
」
で
は
、「
共

通
了
解
の
不
可
能
性
」
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。

　

つ
ま
り
、
一
般
的
な
幸
福
論
は
、
幸
福
を
あ
る
程

度
客
観
的
に
捉
え
、
そ
れ
を
追
求
す
る
方
向
性
を
持

つ
の
に
対
し
、
西
の
幸
福
論
は
、
幸
福
の
主
観
性
と

多
様
性
を
強
調
し
、
個
々
人
の
内
面
的
な
探
求
を
促

す
と
い
う
点
で
異
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
西
の

幸
福
論
の
主
な
特
徴
を
述
べ
て
み
よ
う
。

　

第
一
の
特
徴
は
、「
共
通
了
解
の
不
可
能
性
」
で

あ
る
。

　

西
は
、「
真
の
幸
福
と
は
何
か
」
と
い
う
問
い
に

対
し
て
、
共
通
の
答
え
は
存
在
し
得
な
い
と
考
え
る
。

な
ぜ
な
ら
、何
を
真
実
の
幸
福
と
み
な
す
か
は
、個
々

人
の
自
由
に
属
す
る
領
域
で
あ
る
か
ら
だ
と
す
る
。

　

も
し
、「
人
は
ど
う
い
う
と
き
に
、
自
分
を
幸
福

だ
と
感
じ
る
の
か
」
と
い
う
問
い
が
あ
れ
ば
、
そ
の

答
え
は
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
幸
福
体
験
を
語
り
合
う
こ

と
で
、
共
通
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
き

だ
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

第
二
の
特
徴
は
、「
個
人
の
体
験
の
重
視
」
で
あ
る
。

　

西
は
、
個
人
の
具
体
的
な
幸
福
体
験
を
重
視
す
る
。

他
者
の
独
自
な
人
生
や
感
じ
方
を
垣
間
見
る
こ
と
で
、

新
鮮
な
驚
き
を
感
じ
る
と
同
時
に
、
自
分
の
体
験
と

深
く
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
が

で
き
る
と
述
べ
て
い
る
。

　

第
三
の
特
徴
は
、「
哲
学
対
話
の
重
視
」
で
あ
る
。

　

西
は
、
哲
学
対
話
を
通
じ
て
、
幸
福
に
つ
い
て
深

く
考
察
す
る
こ
と
を
重
視
す
る
。
他
者
と
の
対
話
を

通
じ
て
、
自
分
の
考
え
を
深
め
、
新
た
な
視
点
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

　

西
の
幸
福
論
は
、
他
者
と
の
対
話
や
個
人
の
体
験

を
通
じ
て
、
自
分
自
身
の
幸
福
に
つ
い
て
深
く
考
え

る
こ
と
を
促
す
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
人
々

の
個
々
の
「
生
命
感
」
の
実
相
に
あ
る
幸
福
感
と
親

和
性
が
高
い
と
考
え
る
。

２
．「
心
理
的
安
全
性
」・「
心
理
的
居
場

２
．「
心
理
的
安
全
性
」・「
心
理
的
居
場

　
　

所
」・「
心
理
的
安
心
性
」

　
　

所
」・「
心
理
的
安
心
性
」

　

さ
て
、
人
々
の
幸
福
感
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る

「
安
全
」
と
「
安
心
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

⑴
「
安
全
」
と
「
安
心
」
の
違
い

　

ま
ず
、「
安
全
」
に
つ
い
て
は
、
客
観
的
な
概
念

で
あ
り
、
危
険
や
リ
ス
ク
が
排
除
さ
れ
て
い
る
状
態

を
指
し
、
事
故
や
災
害
が
発
生
す
る
可
能
性
が
低
い

か
、ま
た
は
全
く
な
い
状
態
を
表
す
。た
と
え
ば
、「
建

物
の
耐
震
性
が
高
い
」、「
食
品
が
衛
生
的
に
管
理
さ

れ
て
い
る
」
な
ど
、
①
建
築
構
造
物
・
設
計
の
頑
丈

性
、
②
物
理
的
環
境
の
温
度
・
湿
度
な
ど
の
環
境
要

因
、
③
組
織
管
理
・
運
営
状
況
、
経
営
・
人
材
・
法
・

契
約
管
理
、
④
才
覚
・
知
的
財
産
、
内
面
的
な
頑
健

性
、
学
歴
・
能
力
な
ど
の
教
育
体
制
、
⑤
予
期
せ
ぬ

こ
と
へ
の
想
定
外
な
対
応
へ
の
備
え
な
ど
で
あ
る
。

　

一
般
的
に
「
安
全
」
と
は
、
記
録
や
計
測
的
に
推

察
で
き
る
、
物
理
的
、
社
会
的
、
経
済
的
、
組
織
的

な
安
全
配
慮
へ
の
権
利
・
義
務
、
意
識
、
姿
勢
で
あ

り
、
遵
守
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　

「
安
全
性
」
に
つ
い
て
は
、
客
観
的
な
評
価
が
可

文化連情報  2025.４  №565 ● 60



能
で
あ
り
、
危
険
や
リ
ス
ク
の
程
度
を
数
値
や
デ
ー

タ
で
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
製
品
や
シ
ス
テ
ム
な
ど

が
設
計
通
り
に
機
能
し
、
危
険
が
な
い
こ
と
を
評
価

す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
自
動
車
の

衝
突
安
全
性
能
、
医
薬
品
の
副
作
用
リ
ス
ク
な
ど
に

使
用
さ
れ
る
。

　

次
に
、「
安
心
」
と
は
、
主
観
的
な
概
念
で
あ
り
、

心
理
的
な
安
定
や
満
足
感
を
表
す
。
た
と
え
ば
、
家

族
が
健
康
で
あ
る
と
か
、
経
済
的
に
安
定
し
て
い
る

な
ど
、
危
険
や
不
安
が
な
く
心
が
落
ち
着
い
て
い
る

状
態
を
指
す
。

　

「
安
心
性
」
と
は
、
主
観
的
な
評
価
が
中
心
と
な

り
、
心
理
的
な
満
足
度
や
信
頼
感
を
表
す
こ
と
に
な

る
。
個
人
情
報
の
保
護
体
制
、
サ
ポ
ー
ト
体
制
な
ど
、

製
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
、
利
用
者
に
安
心
感
を
与
え
る

か
ど
う
か
を
評
価
す
る
際
に
用
い
ら
れ
る
。

　

つ
ま
り
、「
安
全
」
は
客
観
的
な
事
実
に
基
づ
い

て
お
り
、「
安
心
」
は
主
観
的
な
感
情
に
基
づ
い
て

い
る
。

　

「
安
全
性
」
は
客
観
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
評

価
さ
れ
、「
安
心
性
」
は
主
観
的
な
印
象
に
基
づ
い

て
評
価
さ
れ
る
と
言
え
る
。

　

⑵
「
心
理
的
安
全
性
」
と
は

　

幸
福
感
と
心
理
的
安
全
性
は
、
互
い
に
深
く
関
連

し
、
影
響
し
合
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
学

術
的
な
研
究
か
ら
も
、
心
理
的
安
全
性
の
高
い
環
境

で
は
、
個
人
の
幸
福
感
が
高
ま
る
傾
向
が
あ
る
こ
と

が
示
さ
れ
て
い
る
⑺
。

　

心
理
的
安
全
性
（psychological safety

）
と
は
、

チ
ー
ム
の
中
で
メ
ン
バ
ー
が
誰
に
対
し
て
も
恐
怖
や

不
安
を
感
じ
る
こ
と
な
く
、
安
心
し
て
発
言
・
行
動

で
き
る
状
態
を
指
す
。
１
９
９
９
年
に
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
教
授
の
エ
イ
ミ
ー
・
Ｃ
・
エ
ド
モ
ン
ド
ソ
ン
氏

が
提
唱
し
た
概
念
で
あ
る
。
心
理
的
安
全
性
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
運
営
のGoogle

社
が

生
産
性
向
上
の
た
め
に
行
っ
た
調
査
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
」
に
よ
っ
て
注
目
を
集
め
て
、

広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
⑻
。

　

心
理
的
安
全
性
の
高
い
チ
ー
ム
の
特
徴
は
、
以
下

の
４
項
目
が
あ
る
。

・
率
直
な
意
見
交
換
が
活
発
に
行
わ
れ
る

・
失
敗
を
恐
れ
ず
に
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
で
き
る

・
お
互
い
に
助
け
合
い
、
協
力
し
合
う

・
多
様
な
意
見
や
価
値
観
が
尊
重
さ
れ
る

　

こ
の
よ
う
な
心
理
的
安
全
性
の
重
要
性
が
組
織
に

浸
透
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
①
チ
ー
ム
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
向
上
、
②
創
造
性
の
向
上
、
③
従
業
員
の
エ

ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
向
上
、
④
離
職
率
の
低
下
に
つ
な

が
る
、
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

心
理
的
安
全
性
が
担
保
さ
れ
る
こ
と
で
の
具
体
的

な
効
果
に
は
以
下
の
４
点
が
あ
る
。

・
心
理
的
に
安
全
な
環
境
で
の
不
安
や
ス
ト
レ
ス
が

軽
減
さ
れ
、
心
身
の
健
康
が
促
進
さ
れ
る
。

・
自
分
の
意
見
や
能
力
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
、
自

己
肯
定
感
が
高
ま
り
、
幸
福
感
が
増
す
。

・
良
好
な
人
間
関
係
：
互
い
に
尊
重
し
合
え
る
関
係

が
築
か
れ
、
連
帯
感
や
帰
属
意
識
が
高
ま
る
。

・
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
や
す
く
、
失
敗
か
ら
学
び
、

成
長
で
き
る
機
会
が
増
え
る
。

　
⑶
「
心
理
的
居
場
所
」

　

１
９
９
５
年
、
阪
神
淡
路
大
震
災
の
後
、
精
神
科

医
の
安 

克
昌
氏
に
よ
り
、『
心
の
傷
を
癒
す
と
い
う

こ
と
』
と
い
う
名
著
が
公
刊
さ
れ
た

（9）
。
安
は
、
そ

の
著
書
の
中
で
、「
心
が
本
当
に
癒
さ
れ
る
た
め
に
は
、

精
神
医
学
的
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
は
な
く
、
物
理
的
に

も
心
理
的
に
も
、
安
全
が
担
保
さ
れ
た
居
場
所
が
必

要
だ
」
と
「
心
理
的
居
場
所
」
の
必
要
性
を
提
唱
し
た
。
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そ
の
う
え
で
、
仮
設
住
宅
と
い
う
物
理
的
住
居
の
提

供
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
る

心
理
的
な
居
場
所
の
重
要
性
を
説
い
た
。

　

ま
た
、
安
は
「
心
理
的
な
居
場
所
」
と
は
、「
他

者
か
ら
受
け
入
れ
ら
れ
、
し
か
も
他
者
か
ら
侵
害
さ

れ
ず
、
そ
こ
に
い
る
こ
と
が
安
全
に
感
じ
ら
れ
る
よ

う
な
環
境
で
あ
る
」
と
定
義
し
た
。

　

そ
し
て
、「
心
が
本
当
に
癒
さ
れ
る
た
め
に
は
、

精
神
医
学
的
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
は
な
く
、
物
理
的
に

も
心
理
的
に
も
、
安
全
が
担
保
さ
れ
た
居
場
所
が
必

要
だ
」
と
し
た
。
つ
ま
り
、「
心
理
的
居
場
所
」
の

必
要
性
が
「
生
命
感
」
に
つ
な
が
り
、
傷
の
回
復
に

つ
な
が
る
と
説
い
た
。

　
⑷
「
心
理
的
安
心
性
」

　

「
心
理
的
安
心
性
」
と
は
、
筆
者
の
造
語
で
あ
る
。

学
術
的
な
用
語
の
心
理
的
安
全
性
に
似
て
い
る
が
、

そ
れ
と
は
少
し
異
な
る
と
考
え
て
い
る
。
不
遜
な
が

ら
、「
安
全
」
で
あ
っ
た
と
し
て
も
「
安
心
」
で
あ

る
か
は
人
に
よ
っ
て
異
な
る
。
ま
た
、
生
命
感
に
つ

な
が
る
幸
福
感
は
よ
り
違
い
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

学
術
的
に
は
、
組
織
心
理
学
の
研
究
で
は
、
心
理

的
安
全
性
の
高
い
チ
ー
ム
は
、
生
産
性
や
創
造
性
が

高
く
、
メ
ン
バ
ー
の
満
足
度
も
高
い
こ
と
が
報
告
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
教
育
心
理
学
の
研
究
で
は
、
心

理
的
安
全
性
の
高
い
ク
ラ
ス
で
は
、
生
徒
の
学
習
意

欲
や
成
績
が
向
上
し
、
幸
福
感
も
高
ま
る
こ
と
が
示

さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
研

究
で
は
、
心
理
的
安
全
性
と
幸
福
感
は
密
接
に
関
連

し
て
お
り
、
人
生
の
満
足
度
を
高
め
る
重
要
な
要
素

で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

「
心
理
的
安
心
性
」
は
心
理
的
安
全
性
と
酷
似
し

て
お
り
、
複
製
の
よ
う
で
、
大
変
厚
顔
無
恥
な
表
現

で
あ
る
。
し
か
し
、「
心
理
的
安
心
性
」
と
は
、
チ
ー

ム
や
組
織
の
中
で
、
自
分
の
意
見
や
感
情
を
安
心
し

て
表
明
で
き
る
状
態
を
指
し
て
お
り
、
具
体
的
に
は
、

発
言
の
自
由
、
受
容
・
尊
重
、
安
心
感
で
あ
る
。

　

「
心
理
的
安
心
性
」
を
提
唱
す
る
に
あ
た
り
、
強

調
し
た
い
こ
と
は
、
発
言
の
自
由
や
受
容
・
尊
重
は
、

安
心
感
が
あ
れ
ば
達
成
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
言
葉
は
不
要
で
、
そ
こ
に
い
る
こ
と
の
承
認

が
重
要
と
な
る
。
つ
ま
り
、「
心
理
的
安
心
性
」
は
、

自
律
尊
重
や
拒
絶
を
恐
れ
ず
に
、
安
心
し
て
自
分
ら

し
く
い
ら
れ
る
「
空
間
の
場
」
な
の
で
あ
る
。

　

「
心
理
的
安
全
性
」、「
心
理
的
居
場
所
」、「
心
理

的
安
心
性
」、そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
を
図
示
し
た
（
図
１
）。

　

「
心
理
的
安
心
性
」
で
は
、「
心
理
的
居
場
所
」
と

比
べ
て
主
観
的
評
価
の
範
囲
が
広
い
。
客
観
的
評
価

の
範
囲
は
「
心
理
的
居
場
所
」
と
同
じ
で
あ
る
。「
心

理
的
安
全
性
」
は
自
己
が
コ
ン
フ
リ
ク
ト
（
矛
盾
・

葛
藤
・
対
立
・
紛
争
）
の
中
に
あ
っ
て
も
安
全
感
を

絶
え
ず
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
は
、
自
己

と
他
者
と
の
承
認
や
関
係
性
は
不
確
か
で
あ
る
。

　

「
心
理
的
安
心
性
」
と
は
自
身
の
存
在
＝
自
己
同
一

性
が
絶
え
ず
確
認
さ
れ
る
環
境
と
理
解
で
き
な
い
か
。

客観的評価（量的基準） 主観的評価（質的基準）

幸福 幸福感
心理的
居場所

安全 心理的
安心性

安心

コ
ミ

ニ
テ

組
織

自
分
ら
し
さ

生
命
感

自己同一性
共同性

情報共有情報交換

心理的
安全性チ

ー
ム

図１
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「
心
理
的
安
心
性
」
と
幸
福
感

の
関
係
で
は
、「
心
理
的
安
全
性
」

が
高
ま
る
要
因
が
あ
っ
て
も
、
個

人
の
幸
福
感
が
高
ま
る
と
は
限
ら

な
い
。
す
な
わ
ち
、
安
全
で
あ
っ

て
も
安
心
で
あ
る
と
は
限
ら
ず
、

安
心
感
は
流
動
的
で
あ
る
。
対
話

が
あ
り
、
各
々
が
大
切
と
思
う

他
者
と
の
つ
な
が
り
が
快

こ
こ
ろ
よよ

い
、

安
心
の
承
認
の
場
で
あ
る
。

　

前
述
の
「
安
心
」
の
用
語
の
部

分
で
も
、
西
の
哲
学
的
な
「
幸
福

論
」
で
も
、
そ
の
心
理
的
安
全
性

と
心
理
的
安
心
性
に
は
違
い
が
あ

る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
模
式
で
表
す
と
以
下
の
よ

う
に
な
る
（
図
２
）。

　

言
葉
の
似
通
っ
た
心
理
的
安
全
性
と
も
重
複
す
る

部
分
は
あ
る
が
、
む
し
ろ
、
安
が
提
唱
し
た
「
心
理

的
居
場
所
」
に
近
接
し
た
「
安
心
で
き
る
場
」
に
「
心

理
的
安
心
性
」
は
宿
る
と
考
え
る
。

　

「
生
命
感
」
に
は
、
人
に
よ
っ
て
は
、
成
果
な
ど

な
い
し
、
創
造
性
も
生
産
性
も
達
成
性
も
な
く
、
生

き
て
い
る
こ
と
の
苦
し
さ
や
悲
し
さ
の
方
を
感
じ
る

人
も
い
る
。
し
か
し
、今
、そ
こ
に
生
き
て
い
る
こ
と
、

「
心
理
的
居
場
所
」
で
安
心
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な

環
境
に
あ
る
こ
と
で
、　

他
者
か
ら
受
け
入
れ
ら
れ
、

し
か
も
他
者
か
ら
侵
害
さ
れ
ず
、
そ
こ
に
い
る
こ
と

が
、
自
ら
の
「
存
在
承
認
の
安
心
性
＝
心
理
的
安
心

性
」
に
つ
な
が
る
。
そ
の
「
心
理
的
安
心
性
」
の
担

保
が
、
傷
へ
の
回
復
、
さ
ら
に
は
、
傷
を
害
に
せ
ず
、

「
乗
り
越
え
」
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
さ
ら
な
る
自

発
的
な
安
心
を
生
む
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　　
ま
と
め

ま
と
め

・
幸
福
論
に
は
客
観
的
視
点
と
主
観
的
視
点
が
あ
る
。

・「
安
全
性
」
は
客
観
的
な
危
険
度
の
評
価
、「
安
心

性
」
は
主
観
的
な
満
足
度
の
評
価
で
あ
る
。

・「
心
理
的
安
全
性
」
の
高
い
環
境
は
、
個
人
だ
け

で
な
く
、
チ
ー
ム
や
組
織
全
体
の
幸
福
と
成
長
に

つ
な
が
る
。

・「
心
理
的
居
場
所
」
と
は
他
者
か
ら
受
け
入
れ
ら
れ
、

し
か
も
他
者
か
ら
侵
害
さ
れ
ず
、
そ
こ
に
い
る
こ

と
が
安
全
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
で
あ
る
。

・「
心
理
的
安
心
性
」
は
、
個
人
の
幸
福
感
を
高
め

る
た
め
に
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
。

　
お
わ
り
に

お
わ
り
に

　

今
回
、
ま
と
め
に
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
人
に
置
か

れ
た
居
場
所
に
お
け
る
状
況
や
事
柄
を
理
解
し
、
承

認
す
る
た
め
に
、
日
本
人
の
文
化
や
状
況
に
合
わ
せ

て
、
よ
り
親
し
み
や
す
い
言
葉
と
し
て
「
心
理
的
安

心
性
」
と
い
う
言
葉
を
提
唱
し
た
。

　
「
心
理
的
安
全
性
」
と
「
心
理
的
居
場
所
」
と
「
心

理
的
安
心
性
」
は
、
非
常
に
近
い
概
念
で
あ
り
、
そ

の
違
い
は
本
文
中
の
模
式
図
に
表
し
た
。

　

社
会
が
複
雑
多
岐
に
分
化
さ
れ
る
ほ
ど
、
心
理
的

安
心
性
は
必
要
に
な
る
。

　

生
命
の
実
相
に
あ
る
幸
福
感
と
は
、
存
在
承
認
の

「
心
理
的
安
心
性
」
が
安
心
感
の
あ
る
対
話
に
つ
な

が
っ
て
い
る
こ
と
が
前
提
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
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